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 財務担当の⽵内です。

 それでは、私から2014年３⽉期決算実績、ならびに2015年３⽉期⾒通
しの概況をご説明申し上げます。
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 こちらは、2014年3⽉期連結実績です。

 まず、売上⾼は前期⽐４％減の7,133億円となりました。しかし前期に
情報通信事業を譲渡しており、これに為替影響などの特殊な要因を除い
た実質ベースでは、約１％の増収でした。営業利益は前期⽐倍増の734
億円、経常利益は4倍の509億円、当期純利益も4期ぶりに100億円を上
回る136億円という結果となり、利益を中⼼に⼤幅に改善することがで
きました。

 医療事業が好調であったほか、構造改⾰等の成果が⼤きく出た結果です
。特に、有利⼦負債の圧縮を進めたことで、⾦融費⽤の減少が進んだこ
となどが、経常利益の改善に寄与しています。

 また、前回予想値との⽐較では、当期純利益が⼤幅に上振れる結果とな
りました。これは主に、法⼈税が約120億円、⾒通しに⽐べ減少したこ
とが要因です。2014年3⽉期の実績および翌期の⾒通しを精査した結果
、繰延税⾦資産の計上額を⾒直したことなどで、税⾦費⽤が減少しまし
た。
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 セグメント別の業績です。

 こちらの通り、医療事業の⼤幅な増益および、映像事業の損益改善によ
り、全社の営業利益が押し上げられています。

 それでは、３事業について、もう少し詳しくご説明します。
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 まず、医療事業です。
 通期の売上⾼は、前期⽐25％増の4,923億円、営業利益は30％増の

1,127億円と、いずれも過去最⾼を更新しました。消化器内視鏡の新製
品効果や為替の円安を追い⾵に⼤変好調な結果となりました。

 主⼒の消化器内視鏡分野では、特に国内でルセラ・エリートが期初から
堅調に販売を伸ばしたことに加えて、⽶国でも引き続きエクセラ・スリ
ーの販売が好調に推移したことが寄与しています。

 外科分野では、国内外で外科⼿術⽤内視鏡のヴィセラ・エリートが引き
続き売上拡⼤に寄与しました。⽇⽶欧で投⼊した3Ｄ内視鏡システムの
販売も好調に推移したほか、国内で下期より投⼊した外科エネルギーデ
バイス・サンダービートの好調な滑り出しも、成⻑拡⼤に寄与していま
す。

 なお、1-3⽉期ですが、中国の減速影響等がございましたが、
⽇本がドライバーとなり⼤幅増収、増益、こちらも過去最⾼という実績
でした。
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 次に、この4⽉より体制を新たにした科学事業です。

 売上⾼は、前期⽐15％増の985億円、営業利益は40％増の49億とな
りました。

 海外で政府予算削減の影響など依然として厳しい状況が続いています
が、年度後半から、国内で活発化し始めた研究市場や病院市場の予算
執⾏の動き、⾃動⾞市場等の活性化を確実に売上に結び付けることが
できました。また、昨年導⼊したレーザー顕微鏡等の新製品の販売も
好調となったことが寄与しています。
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 映像事業です。

 前期に続き、営業損失を計上する結果となりました。

 しかしながら、前期との⽐較では、当社が進めてきたデジタル⼀眼、ミ
ラーレスへのシフト加速が着実に進んでおり、その結果、営業損益は改
善傾向にあります。

 デジタル⼀眼の売上⾼は、前期⽐13％増の428億円となり、コンパクト
カメラの売上⾼、408億円を初めて上回る結果となりました。

 第4四半期、１－３⽉期では、その傾向はより顕著となっており、デジタ
ル⼀眼の売上⾼は、前年同期⽐48％増の104億円でした。これにより、
映像事業全体として、第4四半期は増収に転換し、明らかに製品ポートフ
ォリオの転換による事業構造の変化が進んでいます。
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 ⼀⽅、前期との⽐較では、営業損益は改善したものの、従来の計画に対し
ては、⾒通しを下回るという結果でした。

 この第４四半期に主⼒製品と位置付けたOM-DシリーズのE-M10を中⼼に
、デジタル⼀眼の売上を⼤きく拡⼤させるという計画でした。しかし、E-
M10の⽣産量を予定通り確保することができず出荷が遅れたこと、また、
E-M1の好調な状況も⼀巡し、売上が計画未達となり、粗利が減少したこ
とが⼤きく影響しました。

 販管費は戦略的に投下したこともあり、結果として第４四半期で48億円の
営業損失となりました。

 現在は⽣産の問題も解決し、E-M10のバックオーダー解消に向けて今期の
ビジネスをスタートしています。この戦略製品を安定的な軌道に乗せ、
OM-Dシリーズの中価格から⾼価格帯のラインナップ化により、早期の収
益改善、巻き返しを図っていく予定です。
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 地域別の売上⾼はこちらの通りです。

 円安の効果に加え、好調な医療事業が牽引し、全地域で増収という結果
でした。

 特に、国内市場は、医療事業の新製品効果に加え、消費税増税前の動き
や、研究機関等、公的機関の予算執⾏の動きも活発化したことから、2桁
増収という結果でした。
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 バランスシートの状況です。

 ⾃⼰資本⽐率が、前年3⽉末⽐、１６．６ポイント改善し、⽬標として
いた30％を超え、３２．１％となりました。

 昨年7⽉の増資に加え、業績が好調に推移し当期純利益を確保したこと
、また、有利⼦負債をこの1年間で約1,450億円圧縮したことが⼤きく
寄与しています。

 尚、デジタルカメラの在庫⾦額は、前年3⽉末と同⽔準となっています
が、これは、製品ライフサイクルの⻑いデジタル⼀眼へ在庫の中⾝が変
化していることが背景にございます。コンパクトカメラの在庫は着実に
圧縮しており、台数ベースでは約20万台レベル、前年3⽉末⽐9割減と
なっております。
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 キャッシュフローの状況です。

 営業キャッシュフローは、好調な事業から創出される利益に加え、売上
債権や棚卸資産等、資産の圧縮を進めたことから、前期⽐、約3倍の
724億円を確保することが出来ました。

 投資キャッシュフローは、設備投資により、203億円のマイナスでした
。

 以上により、フリーキャッシュフローは、521億円のプラスとなりまし
た。



 続いて、2015年３⽉期の⾒通しについてご説明いたします。

11



12

 こちらは、2015年3⽉期の⾒通しです。

 売上⾼は、前期⽐7％増の7,600億円、営業利益は20％増の880億円、
経常利益は38％増の700億円、当期純利益は３．３倍の450億円となる
⾒通しです。

 為替レートを、1ドル100円、1ユーロ135円としております。円安等に
よる影響は、ほとんどなく、主⼒３事業を中⼼とした、事業の増収、増
益効果が、連結業績を押し上げています。

 また、営業外収⽀が⾦融費⽤等の減少を主因に更に改善する⾒込みとな
っており、経常利益以下の利益改善に⼤きく寄与しています。
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 セグメント別の⾒通しはこちらの通りです。

 医療事業は、戦略投資180億円をこなしながら、今期も過去最⾼の売上⾼
、営業利益を確保できる⾒通しです。

 科学事業は、増収の⾒込みですが、戦略変更に伴う、構造改⾰費⽤等によ
り、前年並みの利益となる⾒込みです。

 映像事業は、今期も営業損失の⾒通しとなっておりますが、これは主に、B
to Bビジネスの拡⼤によるものであり、既存のカメラ事業は、ほぼ収⽀均
衡の⾒通しです。

 最後に、その他事業ですが、バイオロジクス事業からの撤退により、54億
円改善し、ブレークイーブンの⾒通しです。

 以上
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